
校名

校長名

日時

会場

出席者(学校） 羽根校長、吉田教頭、甲田首席、田中首席、杉本指導教諭、池尾教諭、藤井事務長

学校運営協議会

府立豊島高等学校

羽根　隆

開催日時 令和２年02月12日（水）15:30～17:30

開催場所 府立豊島高等学校１階　校長室

出席者(委員）
芝田会長、吉田副会長、大石委員、湯川委員、安藤委員

傍聴者 なし

協議資料 平成31年度学校経営計画及び学校評価、令和２年度学校経営計画　他

備考

府立豊島高等学校１階　校長室

議題等(次第順）

・平成31年度学校評価について
・第２回授業アンケート結果、学校教育自己診断について
・３年生進路状況
・令和２年度学校経営計画　その他

協議内容・承認事項等（意見の概要）
○平成31年度学校経営計画及び学校評価について協議した。
委員からの主な意見は次の通り。
・進路の情報については、どういう情報の提供を保護者が望んでいるのか把握しているか。進学を希望する生徒に
は学校から知らされる情報は大変大事である。学校教育自己診断は、結果を踏まえてどう行動したかが重要。評
価を受けて、どの様に行動したかを記入すべきではないか。結果が７割達成されているので、学校の努力はよく理
解できる。
・遅刻の件数は減っていないが、遅れても学校に来ようとしているのは自分の居場所が学校にある証しである。携
帯電話や生活のリズムなど学校の取組みを保護者にどの様に確実に知らせるか、どの様に保護者に関心を持っ
てもらうかが大切。
・保護者の方々はお仕事をされている方が殆どなので、学校に足を運んでもらうことは難しい。
・親子のコミュニケーションもあまり取れていないのではないか。人権の設問も子供の数値は高いが保護者は低
い。プリントも保護者の手元には届いていない現実はある。

○第２回授業アンケート及び学校教育自己診断について
・人権の項目が年々高くなっているのはどのような取組みをされているのか、教えて欲しい。←当事者の方の声を
直接聞くという取組み（講演会）を多くしている。
・この３年間で色々な事が改善されているのは努力されている証拠であるので、評価できる。
・質問１８（保健室や相談室等の利用）と質問３２（生徒が困っている事への教員の対応）はグラフからは低く感じる
が、実態はどうか。←来室記録が残せない程の来室があるのが現状。
・教員のアンケートが３年間で、殆どの項目で上がっているのは改善できていると評価できる。
・豊島高校でかけがえのない友人に出会えたが90％に近いことは素晴らしいことである。保護者としても豊島を選
んで良かったと思う。

○令和２年度学校経営計画
・遅刻はダメと言う表現は、学校が誤解を招かないようにしていただきたい。別の表現はどうか。
・めざす学校像の「自主・自律」は「自主・自律心を持った人材」とすべきである。
・生徒の進路実現が１ 「学力の育成」の項目に入っているが、従来の様に、２「 自らの将来を見据え、将来の寄っ
て立つぶれない軸を形成する」項目に入れる方が良いのではないか。２の項目が少ないように思える。
・項目４(1)ウ「教員の働き方改革」は重要なので独立した項目(2)を新たに設けた方が整理できるのではないか。
○42期生（現３年生）の進路状況について
・関西圏より遠い学校を受ける生徒はあまりいないのか。

次回の会議日程


